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（１）要約	

背景	

DXに代表されるように、地球規模で20世紀型の社会や産業が更新されていく中で、行政のサー

ビス設計についても、これまでの行政主導型から市民協働型に移行する「共創」の知恵が必要

とされる。	

本プロジェクトは、「共創」のあり方についての知見を蓄え、今後の事業推進のプロセスに具

体的に組み込めるようなプログラムやフォーマットを開発することを目的として、行政担当者

とNPOなど市民団体、大学研究室が共同して「デザイン×ＩＣＴ×共創」による地域課題解決

のしくみを検討することから始まった。	

課題の再定義	

関係者によるオンラインとオフラインによるワークショップを経て、三島市は「人口流出に

よって三島市を主体的に創り出す人がいなくなっている」「コミュニティ同士の繋がりがな

い」といった課題に焦点を絞り、市民が「自分たち事を創造する人」に変容するために、本人

の行動や周囲との関係の間に潜むしくみを解明することとして、活動内容を再定義した。その

背景には新型コロナウィルスの対策として、本来想定していた市民参加のワークショップが実

現できない事情もあった。	

最終的に本プロジェクトは、常葉大学の安武研究室の学生が、コミュニティの活性化について

自分たち事として実践している８名の三島市民と、実践していない２名を取材し、その行動や

周囲との関係性についてデザインリサーチの手法を通してカスタマージャーニーやビジネスモ

デルとして視覚化することで、市民の変容を促す「しくみ」を考察した。	

（２）研究の目的	

三島市に住む人たちが自ら当事者となり、主体的にこの街を創造していくような変容の「しく

み」（変容のきっかけや変容を生み出す要素、本人以外のさまざまな当事者との関係性など）

を明らかにする。これにより、「しくみ」の見える化により、今後、多くの市民が三島市の価

値を創造する当事者になるような行政のサービス設計や市民参画を成功に導く視点を明らかに

することを目的とする。	

（３）内容	

【2020年6月〜9月／事業の構想】		

行政とCode	for	ふじのくにをはじめとする協定締結団体が協力して開催するセミナー、ワー

クショップにおいて、教員と学生チームがデザイン思考を活かしたグラフィックレコーディン

グの技術を用いてプロセスをビジュアル化し、その場における共通理解の形成と、事後におけ

る意思決定過程のアーカイブを行った。	

10月のワークショップでは「人々が多極につながることができる街づくり」というビジョンを

共有することができた。	



図１,2　ワークショップにおけるグラフィックレコーディング	

【2020年10月／事業の焦点化】		

当初に想定された「ICT活用による行政サービスの高度化」と「市民共創のあり方の検討」と

いう２つのテーマを同時に進めることに関して、新型コロナウィルス対策も含めて懸念が生じ

たことから、「市民共創のあり方の検討」に焦点を絞り、行政と安武研究室による市民調査と

分析の計画を立てた。	

図3　オンラインミーティングに関するグラフィックレコーディング（議事録）	



【2020年10月〜2021年１月／市民調査と分析】	

デザインリサーチの手法を組み合わせて、市民の変容を視覚化し、その要素を考察した。	

（１）調査対象の選考：三島市役所担当者より「コミュニティ活性化に尽力されている市民」

について推薦、許諾交渉を担っていただいた。	

（２）取材：半構造化インタビューを基に、取材内容を時系列やテーマ別に構造化できるイン

タビューフォーマットを考案して活用した。なお、オンラインとオフライン（リアル）を組み

合わせて取材した。	

（３）分析：市民の人生体験を時系列にまとめるためのカスタマージャーニーマップ。実践者

を事業者と捉えてビジネスモデルを作るリーンキャンバス。市民の理想や障害を可視化するバ

リュープロポジションキャンバスの３種類の分析法を使い、メカニズムを見つける。	

・カスタマージャーニーマップ：顧客の一連の行動や思考を時系列で表したもの	

・リーンキャンバス：ビジネスモデルを一枚の図にまとめたフレームワーク	

・バリュープロポジションキャンバス：事業と顧客のニーズとのずれを解消するためフレーム

ワーク	

（４）視覚化：A1サイズの印刷物発行として視覚化した。以下はその例である。	

図４　（川村氏）	



（４）しくみの考察（成果）	

ジャーニーマップおよびリーンキャンパスから、ピンク色で囲った「実践者たちの嬉しい体

験」を抽出し、要素化して図解しました。１つ１つの活動と、それらの順番やお互いの関係性

から、変容を生み出す「しくみ」が見えてきた。	

「やりたいことを自分の言葉で話す」「目標を数値化する」「振り返り会を催す」「人に勧め

る」という一連のプロセスが重要であると同時に、実践者のたまごたちを支援したり、行政や

先人たちとつなげる「触媒」の存在が欠かせないことがわかる。人々を多極的につなげている

のは、行政ではなくこうした触媒にあたる人物であろう。	

一方で、主体的な活動に踏み出せない理由として、触媒者と接触していない可能性が考えられ

ます。また、自分の行為の価値を実感していないと思われる内面的な原因も存在していること

が分かる。	

図5　実践者に変容したしくみ	

（５）評価と提言	

行政担当者との面談において、ワークショップで提示したビジョン「人々が多極でつながる

街」に対して、学生チームの分析結果がその実現のための「しくみ〜触媒者と行政との連携の

必要性」を明らかにしたことが高く評価された。	

地方都市において人口減少に伴う弱体化は日を追うごとに進んでいる現実であろう。しかしそ

の一方で、コミュニティを活性化させる「実践者」や、その人たちをつなぐハブの役割を担う

「触媒者」も存在する。しくみに関する本考察を基に、今後も「しくみの実践や精度の向上」

について、行政と研究室による継続的な共同研究が必要と考える。


